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唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教

1
幽
州

(盧
龍
軍
)
節
度
使

の
事

例
か
ら
ー

松

浦

典

弘

要

旨
唐
代
後
半
期

の
河
北
地
域
は
反
側
藩
鎮

の
支
配
下
に
あ
り
、
朝
廷
に
対
し
て
半
独
立
的
姿
勢
を
取

っ
て
い
た
。
仏
教
に
関
し
て
も
中
央
と
異
な
る
独
自
の
傾
向
が

見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
藩
鎮
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
幽
州
節
度
使
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、
石
刻

史
料
を
題
材
と
し
て
仏
教
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
取
り
上
げ
る
の
は
法
源
寺
所
蔵
の
舎
利
記
で
あ
る
。
当
初
は
智
泉
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
舎
利

は
、
火
災
や
廃
仏
を
経
て
、
欄
忠
寺
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
際
、
幽
州
節
度
使
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

の
で
あ
る
。
次
に
房
山
石
経
と
幽
州
節
度
使

の
関
係
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
階
代

に
開
始
さ
れ
た
石
経
事
業
は
、
八
世
紀
前
半
に
は
隆
盛
を
極
め
る
が
、
安
史
の
乱
に
よ
り

一
時
停
滞
す
る
。
八
世
紀
末
以
降
、

再
び
盛
ん
に
な
る
が
、
そ
の
際
事
業
を
援
助
し
た

の
が
、
歴
代
の
節
度
使
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
幽
州
節
度
使
は
当
地
で
の
仏
教

の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
。

大
規
模
に
行
わ
れ
た
会
昌
の
廃
仏

の
際
も
、
こ
の
地
で
の
影
響
は
限
定
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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は
じ
め
に

唐
代
後
半
期

の
藩
鎮
体
制
下
、
河
北
地
域
は
蹟
雇

の
姿
勢
を
取
る
反
側
藩
鎮

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
き
た
た
め
、
十
分
に
朝
廷
の
影
響
力
が
及
ぼ
な
か

っ
た
。
そ

(
1
)

う
し
た
こ
と
か
ら
、
仏
教
に
関
し
て
も

長
安
や
洛
陽
、
あ
る
い
は
中
央
の
影
響
力
が
強
く
及
ん
だ
地
域
と
は
異
な
り
、
独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
た
。

本
稿
で
は
河
北
地
域
、
特
に
幽
州
の
仏
教
と
政
治

・
社
会
の
関
係
を
解
明
す
る
作
業

の

一
環
と
し
て
、
藩
鎮
と
仏
教
の
関
係
を
、
石
刻
史
料
を
通
し
て
考
察
し
て

み
た
い
。
特
に
北
京
市
に
現
存
す
る
法

源
寺
所
蔵

の
唐
末
の
舎
利
記
と
、
こ
れ
ま
で
も
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
房
山
雲
居
寺
の
石
経
事

業
を
取
り
上
げ
、
そ
の
藩
鎮
と
の
関
係
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
当
時
の
仏
教
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
と
さ
れ
る
会
昌
の
廃
仏
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
み
た

い
。な

お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
幽
州

(盧
龍
軍
)
節
度
使
に
関
し
て
は
、
『新
唐
書
』
巻
二

一
二

・
藩
鎮
盧
龍
列
伝
に
ま
と
ま

っ
た
記
載
が
あ
り
、
そ
の
他

『資
治

別

通
鑑
』
『旧
唐
書
』
な
ど
の
該
当
部
分
を
適
宜
参
照
し
た
。

価

一
、
法
源
寺
所
蔵

の

「欄
忠
寺
重
蔵
舎
利
記
」

欄
忠
寺
は
貞
観

一
九
年

(六
四
五
)

に
二
代
皇
帝
太
宗
に
よ

っ
て
高
句
麗
遠
征
に
よ
る
戦
没
者
の
供
養
の
た
め
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
あ
る
。
安
史

の
乱
の
最
中

の

至
徳
二
載

(七
五
七
)
、

一
時
的
に
唐

へ
帰
順
し
て
い
た
史
思
明
が
粛
宗
の
た
め
に
奉
じ
た

「欄
忠
寺
寳
塔
」
が
存
在
し
、
当
時
の
幽
州
を
代
表
す
る
寺
院
で
あ

っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
繁
栄
は
遼

・
金

・
元
代

へ
も
引
き
継
が
れ
、
明
の
正
統
年
間
に
崇
福
寺
、
清
の
雍
正
年
間
に
法
源
寺
と
寺
号
を
改
め
現
在
に
至

っ
て
い

る
。さ

て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
法
源
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

「欄
忠
寺
重
蔵
舎
利
記
」
(以
下

「景
福
舎
利
記
」
)
で
、
景
福
元
年

(八
九
二
)
十
二
月
八
日
に

記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
舎
利
記
に
関
し
て
、
特
に
藩
鎮
と
関
わ

っ
て
く
る
部
分
を
中
心
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。



こ
の
碑
の
録
文
は

『金
石
葦
編
』
巻

一
一
八
に
、
ま
た
拓
本
写
真
が

『北
京
図
書
館
所
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匪
編
』
第
三
四
冊
に
掲
載
さ
れ
る
。
碑
の
撰
者
は

南
叙

で
、
「口
街
内
殿
講
経
論
兼
応
制
大
徳
沙
門
」

の
肩
書
き
を
有
す
る
。
拓
本
写
真
は
比
較
的
鮮
明
で
あ
る
が
、
全
四

一
行
中
、
二

一
行
目
ま
で
は
下

一
文
字
な

い
し
は
二
文
字
分
を
欠

い
て
お
り
、
判
読
不
能
な
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
左
上
の
部
分
を
斜
め
に
欠

い
て
い
る
た
め
、
碑

の
作
成
に
関
係
す
る
僧
の
名
を
列
記
す
る

最
後
七
行
で
、
や
は
り
判
読
不
能
な
箇

所
が
あ
り
、
三
八
行
目
か
ら
四

一
行
目
に
は
上
部
に
各

一
人
ず

つ
僧

の
名
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、

『金
石
葦

編
』
と
照
合
す
る
こ
と
で
大
よ
そ
解
読
可
能
な

の
で
、
そ
れ
に
よ
り

つ
つ
作
成
し
た
録
文
を
、
碑
で
の
字
の
配
列
に
準
じ
た
も
の
と
訓
点
を
附
し
た
も
の
そ
れ
ぞ
れ

に

つ
い
て
以
下
に
提
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
碑
と
は
別
に
か

つ
て
法
源
寺
に
は
会
昌
六
年

(八
四
六
)
九
月
に
刻
さ
れ
た
采
師
倫
書
の

「欄
忠
寺
重
蔵
舎
利
記
」

(以
下

「会
昌
舎
利
記
」)
が
存

在
し
た
。
こ
ち
ら
の
方
は
既
に
失
わ
れ

て
し
ま
わ
れ
て
お
り
、
『日
下
旧
聞
考
』
巻
六
〇
な
ど
に
残
さ
れ
る
録
文
か
ら
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
会

(2
)

昌
の
廃
仏

の
終
息
に
伴
う
復
興
に
際
し

て
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
適
宜
参
照
し
て
い
き
た
い
。

「欄
忠
寺
重
蔵
舎
利
記
」
録
文

(59)
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重
蔵
舎
利
記

葬
舎
利
僧
復
嚴

藪
舎
利
者
昔
階
文
帝
潜
龍
日
有
梵
僧
自
印
土
至
授
舎
利

一

瓶
日
此
繹
迦
佛
遺
形
耳
檀
越
可
爲
主
泊
登
寳
位
年
號
開
皇
至

廿
年
改
仁
壽
至
仁
壽
二
年
壬
戌
正
月
勅
天
下
大
州

一
百
庭
口

舎
利
塔
時
幽
州
節
制
實
抗
創
造
五
層
大
木
塔
飾
以
金
碧

肩
舎
利
於
其
下
至

大
唐
文
宗
皇
帝
大
和
八
年
甲
寅
経

二
百
計
三
年
天
火
焚
塔
迩
後
五
六
年
間

武
皇
廼
口
繹

教
至

宣
宗
初
登
寳
位
歳
在
丙
寅
勅
修
慶
藍
將
興
春
口

唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教
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得
石
函
於
故
基
下
時

施
鷹
清
河
公
暁
示
人
天
専
令

供
施
遷
藏
於
欄
忠
寺
多
宝
塔
下
復
経
冊
三
載
中
和
二
年

歳
在
壬
寅
又
値
火
実
延
欄
忠
寺
櫻
壼
倶
儘
旋
遇
燕
口

淘
汰
空
侶
不
碁
年

朧
西
令
公
大
王
大
庇
生
露
巨
崇
像
設
捨
己
緑
俸
造
観
音

閣
横
壮
妙
麗
途
於
奮
貫
寺
僧
復
嚴
陳
力
化
導
塑
観
音
像

當
景
福
壬
子
年
倉
欲
遷
舎
利
於
閣
内
乃
陳
僻
上
漬

請
登
封
壌

上
許
之
即
是
年
六
月
徒
侶
雲
葦
各
蜴
其
誠

塵
盧
曜
露
香
盆
人
手
未
滝
食
頃
俄
逢
巨
函
縫
印
香
泥
記

鍋
貞
石
蘇
是
撤
其
蓋
襲
其
絨
舎
利
光
芒
異
香
郁
裂
尋
録

状
捧
金
函
詣
子
東
門
上
獄

腔
瞳
中
権
後
螢
皆
操
口

沐
心
通
宵
謄
礼
重
沓
観
施
復
還
本
寺
顯
示
城
陛
道
俗
口

黄
金
瓶
如
麩
変
量
内
藏

一
粒
仁
壽
舎
利
也
二
粒
在
塔
口
内

又
二
粒
在
小
金
合
子
内
又
九
十
粒
如
銀
粟
状
在
琉
璃
餅
内

玉
環
二
髪
七
綜
金
銅
棺
榔
異
香
叙
釧
等
今
又
有
二
粒
舎

利
光
彩
甚
榮
在
銀
結
條
琉
璃
餅
内
即
故
臨
壇
大
徳
明
堕

平
昔
随
身
供
養
臨
終
授
弟
子
栖
忍
今
同
収
函
内
矧
夫
聖

日
久
妓
遺
形
尚
留
爲
福
人
天
堅
固
不
壊
幸
遇

王
臣
信
重
正
法
興
隆
同
於
實
坊
載
礼
金
骨
而
今
而
後
何
年

更
逢
匪
猫
人
心
澆
酩
抑
亦
時
侵
末
法
重
悶
干
此
観
音
象

(60)
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前
谷
攣
陵
催
猶
葱
刊
石
記
日

大
燕
城
内

中
有
寳
閣

當
象
之
前

填
以
異
香

右
街
内
殿
講
論
兼
慮

口
口
口
溶 地

東
南
隅

有
欄
忠
寺

門
臨
康
衙

横
雲
喋
虚

閣
有
巨
象

観
音
聖
躯

絨
干
舎
利

外
石
函
封

内
金
函
悶

雑
以
弥
器

用
記
歳
年

景
福
壬
子

景
福
元
年
十
二
月
十
八
日
記
僧
守
因
鍋

制
沙
門
南
叙
述

僧
知
常
書

寺
衆
僧
等
念
訥
大
徳
義
盆

律
大
徳
公
弁

律
大
徳
弘
紹

僧
宗
楚

僧
鴻
徹

僧
行
信

僧
行
約

僧
師
泰

僧
玄
之

僧
元
爽

僧
思
賢

口
口
教

僧
慶
賓

僧
公
信

僧
可
誠

僧
口
渉

上
座
僧
股
裕

都
維
那
僧
口
誠

欄
忠
寺
重
蔵
舎
利
記

重
蔵
舎
利
記

葬
舎
利
僧
復
嚴

蘇
舎
利
者
、
昔
階
文
帝
潜
龍
日
、
有
梵
僧
自
印
土
至
、
授
舎
利

一
瓶
日
、
此
繹
迦
佛
遺
形
耳
、
檀
越
可
爲
主
。
泊
登
寳
位
、
年
號
開
皇
、
至
廿
年
、
改
仁
壽
。
至

仁
壽
二
年
壬
戌
正
月
、
勅
天
下
大
州

一
百
庭
、
口
舎
利
塔
。
時
幽
州
節
制
實
抗
創
造
五
層
大
木
塔
、
飾
以
金
碧
、
肩
舎
利
於
其
下
。
至
大
唐
文
宗
皇
帝
大
和
八
年

甲
寅
、
経
二
百
計
三
年
、
天
火
焚
塔
。
迩
後
五
六
年
間
、
武
皇
廼
口
繹
教
。
至
宣
宗
初
登
寳
位
、
歳
在
丙
寅
、
勅
修
慶
藍
、
將
興
春
口
、
得
石
函
於
故
基
下
。
時
腔

鷹
清
河
公
暁
示
人
天
、
専
令
供
施
、
遷
藏
於
欄
忠
寺
多
宝
塔
下
。
復
経
冊
三
載
、
中
和
二
年
、
歳
在
壬
寅
、
又
値
火
突
、
延
欄
忠
寺
櫻
墓
倶
儘
。
旋
遇
燕
口
淘
汰

唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教

(61)



大
手
前
大
学
論
集

第
10
号

(2
0
0
9
)

空
侶
。
不
碁
年
、
朧
西
令
公
大
王
大
庇

生
露
、
巨
崇
像
設
、
捨
己
緑
俸
、
造
観
音
閣
、
横
壮
妙
麗
、
途
於
薔
貫
。
寺
僧
復
嚴
陳
力
化
導
、
塑
観
音
像
。
當
景
福
壬
子

年
、
余
欲
遷
舎
利
於
閣
内
、
乃
陳
僻
上
漬
、
請
襲
封
壌
。
上
許
之
。
即
是
年
六
月
、
徒
侶
雲
葦
、
各
蜴
其
誠
、
塵
塩
曜
露
、
香
盆
人
手
、
未
滝
食
頃
、
俄
逢
巨
函
、

縫
印
香
泥
、
記
錆
貞
石
。
縣
是
撤
其
蓋
、
登
其
絨
、
舎
利
光
芒
、
異
香
郁
裂
。
尋
録
状
捧
金
函
、
詣
子
東
門
上
獄
腔
瞳
、
中
権
後
螢
、
皆
操
口
沐
心
、
通
宵
謄
礼
、

重
沓

襯
施
。
復
還
本
寺
、
顯
示
城
陸
道
俗
、
口
黄
金
瓶
如
麩
変
量
、
内
藏

一
粒
、
仁
壽
舎
利
也
。
二
粒
在
塔
口
内
、
又
二
粒
在
小
金
合
子
内
、
又
九
十
粒
、
如
銀

粟
状
、
在
琉
璃
餅
内
、
玉
環

二
髪
七
綜
、
金
銅
棺
榔
、
異
香
銀
釧
等
。
今
又
有
二
粒
舎
利
、
光
彩
甚
螢
、
在
銀
結
條
琉
璃
餅
内
、
即
故
臨
壇
大
徳
明
堕
平
昔
随
身

供
養
、
臨
終
授
弟
子
栖
忍
、
今
同
収
函

内
。
矧
夫
聖
日
久
妓
、
遺
形
尚
留
、
爲
福
人
天
、
堅
固
不
壊
。
幸
遇
王
臣
信
重
、
正
法
興
隆
、
同
於
實
坊
、
載
礼
金
骨
。

而
今
而
後
、
何
年
更
逢
、
匪
猫
人
心
澆

醜
、
抑
亦
時
侵
末
法
、
重
悶
干
此
観
音
象
前
、
谷
攣
陵
擢
、
猶
葱
刊
石
。
記
日
、

大
燕
城
内

地
東
南
隅

有
欄
忠
寺

門
臨
康
衙

中
有
寳
閣

横
雲
撲
虚

閣
有
巨
象

観
音
聖
躯

當
象
之
前

絨
干
舎
利

外
石
函
封

内
金
函
悶

填

以
異
香

雑
以
弥
器

用
記
歳
年

景
福
壬
子

葬
舎
利
僧
復
嚴

㎝

景
福
元
年
十
二
月
十
八
日
記
僧
守
因
錨

ー

寺
衆
僧
等

口
口
口
溶

念
論
大
徳
義
盆

律
大
徳
公
弁

律
大
徳
宏
紹

僧
宗
楚

僧
鴻
徹

僧
行
信

僧
行
約

僧
口
泰

僧
元
之

僧
元
爽

僧
思
賢

口
口
口

僧
慶
賓

僧
公
信

僧
可
誠

僧
口
口

上
座
僧
股
裕

都
維
那
僧
口
誠

以
下
、
内
容
に
関
し
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
舎
利
と
は
階
の
文
帝

の
仏
教
振
興
政
策
の
中

で
、
仁
壽
二
年

(六
〇
二
)
正
月

の
勅
に
よ
り
全

(
3
)

国

の
大
州
百
箇
所
に
舎
利
塔
を
建
立
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
幽
州
に
お
い
て
も
五
層
の
塔
が
建
立
さ
れ
、
舎
利
が
内
蔵
さ
れ
た
。
こ
の
経
緯

に
つ
い
て
は

「会
昌
舎
利
記
」

の
方
に
詳
し
く
、
仁
壽
四
年

に
幽
州
刺
史
實
抗
が
智
泉
寺
に
木
造
の
五
層
の
塔
を
建
立
し
、
そ
の
下
に
舎
利
を
安
置
し
た
と
す
る
。

智
泉
寺
は
房
山
石
経
の
発
願
者

で
あ
る
静
碗
が
住
し
た
寺
で
あ
り
、
こ
の
地
域

で
も
大
規
模
な
寺
院
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
主
要
な
州
ご
と
に
配
さ
れ
た
舎
利

の
安
置
場
所
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し

い
。
そ
の
後

の
朝
廷
の
仏
教
政
策
を
反
映
す
る
形
で
、
智
泉
寺
は
武
后
期
に
は
大
雲
寺
、
そ
し
て
開
元
年
間
に
は
龍
興
寺
と
改
称

さ
れ
、
幽
州
を
代
表
す
る
寺
院
で
あ
り

つ
づ
け
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
関
し
て
は
、
「会
昌
舎
利
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
重
蔵
の
際

の

「景
福
舎
利
記
」



で
は
か
な
り
省
略
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
大
和
八
年

(八
三
六
)
に
至

っ
て
火
災
に
よ
り
舎
利
塔
は
焼
失
し
、
さ
ら
に
会
昌
の
廃
仏
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
宣
宗
の
即
位
に

よ
り
仏
教
は
復
興
さ
れ
る
が
、
そ
の
際

こ
の
塔

の
跡
か
ら
舎
利
を
収
め
た
石
函
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
が
欄
忠
寺
に
遷
さ
れ
た
。
「会
昌
舎
利
記
」
は
、
そ
の
際
に
記

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

廃
仏
と
そ
の
後

の
経
緯
に
関
し
て
、
「会
昌
舎
利
記
」
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

会
昌
乙
丑
歳

(五
年
、
八
四
五
)

に
泊
び
、
大
法
倫
墜
し
、
仏
法
廃
殿
す
。
時
に
節
制
司
空
清
河
張
公
、
勅
に
准
じ
封
管
八
州
内

に
於

い
て
、
寺

一
所
を
留

め
、
僧
十
人
を
限
る
。
越
え

て
明
年
、
制
有
り
て
再
び
釈
教
を
崇
し
、
僧

二
十
を
添
え
、
勝
果
寺
を
置
き
、
尼
三
十
人
を
度
す
。
秋
八
月
二
十

一
日
、
板
築
に

因
り
て
、
廃
寺

の
火
焼
せ
る
浮
図

の
下
に
於

い
て
、
石
函
寳
瓶
舎
利
六
粒
及
び
異
香
玉
環
銀
釦
等

の
物
を
得
。
伏
し
て
司
空

の
固
く
釈
門
を
護
り
、
股
誠
修
敬

す
る
に
遇

い
、
傍
お
欄
忠
寺

に
送
り
て
供
養
し
、
士
庶
を
し
て
謄
礼
せ
し
む
。
九
月
二
十
八
日
に
至
り
之
を
多
宝
塔

の
下
に
蔵
す
。

一
方

の

「景
福
舎
利
記
」
は
、
廃
仏
前
後

の
事
情
に
関
し
て
は

「会
昌
舎
利
記
」
に
比
べ
る
と
簡
略
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

武
皇
廼
ち
釈
教
を
口
す
。
宣
宗
初

め
て
寳
位
に
登
る
に
至
り
、
歳
は
丙
寅
に
在
り
、
勅
し
て
廃
藍
を
修
さ
し
む
。
将
に
番
口
を
興
さ
ん
と
す
る
に
、
石
函
を
故

基

の
下
よ
り
得
た
り
。
時
に
施
鷹
清
河
公
、
暁
に
人
天
を
示
し
、
専
ら
供
施
せ
し
め
、
遷
し
て
欄
忠
寺
多
寳
塔
の
下
に
蔵
す

(7
～
10
行
)
。

両
舎
利
記
の
中
に

「清
河

(張
)
公
」

と
現
れ
る
の
は
、
当
時

の
幽
州
節
度
使
張
仲
武
で
あ
り
、
舎
利
を
欄
忠
寺
に
遷
し
供
養
す
る
に
当
た

っ
て
幽
州
節
度
使

の
力

が
大
き
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

張
仲
武
が
節
度
使
の
任
に
あ

っ
た
の
は
、
会
昌
元
年

(八
四

一
)
か
ら
大
中
三
年

(八
四
九
)
ま
で
の
八
年
間
で
あ
り
、
前
任
の
史
元
忠
が
兵
乱
に
よ

っ
て
殺
害

さ
れ
た
の
を
受
け
て
の
就
任

で
あ
る
。
彼
は
も
と
も
と
萢
陽

の
人
で
あ
り
当
地
の
士
卒

の
問
に
人
脈
が
あ
り
、
史
元
忠
殺
害
後
の
混
乱
状
態
の
中
で
、
宰
相
で
あ

っ

た
李
徳
裕
も
そ
の
能
力
を
認
め
、
中
央

の
側
か
ら
節
度
使
と
し
て
適
任
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
当
時
、
北
辺
で
は
ウ
イ
グ
ル
の
侵
入
が
激
化
し
て
お

り
、
そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
東
面
招
撫
廻
鵤
使
に
任
じ
ら
れ
功
を
残
し
、
勅
命
に
よ
り
李
徳
裕
の
文
に
よ
る

「幽
州
紀
聖
功
碑
銘
」

(4
)

が
建
て
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
背
景
も
あ

っ
て
中
央
と

の
関
係
も
比
較
的
良
好
で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
「会
昌
舎
利
記
」
で
は
、
廃
仏
の
際

の
当
地
の
対
応
に
関
し
て
具
体
的
な
叙

唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教

(63)



大
手
前
大
学
論
集

第
10
号

(2
0
0
9
)

述
が
見
ら
れ
る
が
、
張
仲
武
は
規
定
ど
お
り
に
廃
仏
を
施
行
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
述
し
た

い
が
、
表
立

っ
て
は
朝
廷

の
命

に
従
う
よ

う
な
立
場
を
取

っ
て
い
た
こ
と
は
考
え

ら
れ
よ
う
。
但
し
、
宣
宗
が
復
仏
策
を
と
る
と
直
ち
に
そ
れ
に
従
う
形
で
仏
寺
復
興
を
行
な

い
、
欄
忠
寺

へ
の
舎
利
の
移
送

な
ど
に
も
尽
力
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
程
度
実
効
性
を
持

っ
て
廃
仏
が
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

さ
て
、
そ
の
後
、
中
和
二
年

(八
八
二
)
に
欄
忠
寺
は
再
び
火
災
に
遇

っ
た
が
、
ま
も
な
く
復
興
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
節
度
使
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
わ
け
で
、

「景
福
舎
利
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

期
年
な
ら
ず
し
て
、
朧
西
令
公
大

王
、
大

い
に
生
霊
を
庇

い
、
像
設
を
巨
崇
し
、
己
の
禄
俸
を
捨
て
、
観
音
閣
を
造
る
。
横
壮
妙
麗
、
旧
貫
に
途
ゆ
。
寺
僧
復

厳
、
力
を
陳
べ
化
導
し
、
観
音
像

を
塑
す

(12
～
14
行
)
。

こ
こ
に
現
れ
る

「朧
西
令
公
大
王
」
と

は
、
乾
符
三
年

(八
七
六
)
か
ら
光
啓
元
年

(八
八
五
)
ま
で
幽
州
節
度
使

の
任
に
あ

っ
た
李
可
挙

で
あ
る
。
父
で
あ
る
茂

勲
よ
り
世
襲
の
着
任
で
、
回
鵤

の
阿
布

思

の
末
商
に
当
た
る
家
柄

で
あ
る
。
彼
が
節
度
使
の
任

に
あ

っ
た

の
は
、
黄
巣
の
乱
に
よ
り
唐
朝

の
弱
体
化
が
決
定
的
に

な

っ
て
い
た
時
期

で
、
河
北
地
域
も
李
克
用
の
勢
力
が
伸
長
し
て
き
て
お
り
、
中
央
に
お
け
る
朱
全
忠

・
李
克
用
の
対
立
と
も
連
動
し
て
複
雑
な
状
況
に
あ

っ
た
。

実
際
、
欄
忠
寺
が
火
災
に
あ

っ
た
中
和

二
年
と

い
う

の
は
、
四
月
に
李
可
挙
と
都
連
鐸
の
連
合
軍
が
李
克
用
と
戦
火
を
交
え
て
お
り
、
切
迫
し
た
状
況
に
あ

っ
た

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ

っ
て
も
、
欄
忠
寺

の
復
興
に
尽
力
し
た
こ
と
は
、
当
地
に
お
け
る
欄
忠
寺
の
重
要
性
、
ま
た
節
度
使
が
仏
教
に
対
し

て
大
き
な
影
響
力
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を
窺

い
得
る
。
こ
の
の
ち
も
李
克
用
と

の
間
の
紛
争
は
続
き
、
李
可
挙
は
部
将
で
あ
る
李
全
忠
の
裏
切
り
も
あ

っ
て
焚
死
す

る
こ
と
に
な
る
。
観
音
閣
の
建
造
事
業

は
、
火
災
後
か
ら
光
啓
元
年

の
李
可
挙
の
死
ま
で
の
問
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
「
不
期
年
」
の
記
述
と
も
合
致
す
る
。

な
お
、
朧
西
令
公
大
王
に
つ
い
て
は
、
李
全
忠
の
子
で
あ
り
李
可
挙
の
二
代
後

の
節
度
使
に
な
る
李
匡
威
と
と
る
こ
と
が
で
き
な
く
も
な
い
が
、
李
可
挙
と
考
え

る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
石
刻
が
作
成
さ
れ
た
景
福
元
年

(八
九

二
)
段
階
で
の
節
度
使
は
李
匡
威
で
あ
る
が
、
観
音
閣
の
建
造
は
中
和
二
年
の
火
災
か
ら
間
も

な
く
着
手
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
後
舎
利
を
遷
す
ま
で
に
数
年
を
経
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「景
福
舎
利
記
」

で
は
、
先

の
引
用
部
分
に
続
け
て
、

景
福
壬
子
の
年
に
当
た
り
、
み
な
舎
利
を
閣
内
に
遷
さ
ん
と
欲
し
、
乃
ち
辞
を
陳
べ
上
漬
し
、
封
壌
を
発
か
ん
こ
と
を
請
う
。
上
之
を
許
す

(15
～
16
行
)
。

と
あ
り
、
観
音
閣

の
建
造
か
ら
舎
利
の
閣
内

へ
の
遷
移
ま
で
、

一
定

の
間
隔
が
開

い
て
い
た
と
考
え

て
問
題
は
な
い
。

本
碑
が
作
成
さ
れ
た
景
福
元
年
前
後
も
、
李
可
挙
の
時
代
に
引
き
続
き
山
西
を
拠
点
と
す
る
李
克
用
と

の
問
で
激
し
い
抗
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
盧
龍
軍
と

(64)



成
徳
軍
が
連
合
し
て
李
克
用
に
対
峙
す

る
形
勢
で
あ

っ
た
。
特
に
景
福
元
年
に
は
李
匡
威
は
成
徳
軍
節
度
使
の
王
鋳
を
援
助
す
る
形
で
兵
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
の

間
に
弟
匡
簿
に
節
度
使

の
地
位
を
追
わ
れ
、
王
鋳

の
庇
護
の
も
と
鎮
州
に
拠
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
成
徳
軍

の
乗

っ
取
り
を
図

っ
た
が
た
め
、
最
終
的
に
は
王
鋳

配
下
の
者
に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
で
、
成
徳
軍
節
度
使
の
王
鋳
は
中
和
三
年

(八
八
三
)
か
ら
唐

の
滅
亡
に
至
る
ま
で
二
五
年
の
長
き
に
わ
た

っ
て
そ
の
地
位
に
あ

っ
た
が
、
や
は
り
仏
教

(
5
)

と
の
関
係
が
深
か

っ
た
。
管
内
の
趙
州

に
拠
り
禅
宗
の
発
展
に
貢
献
し
た
従
詮
と
の
深

い
関
わ
り
は
夙
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
以
前
、

臨
済
義
玄
が
最
終
的
に
住
し
入
寂
し
た

の
も
成
徳
軍
管
内
の
鎮
州
で
あ
り
、
当
時
の
節
度
使
で
あ
り
王
錯
の
祖
父
に
当
た
る
王
紹
整
と

の
交
流
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。

成
徳
軍
節
度
使
は
長
慶
年
間
以
降
、
王
氏
に
よ

っ
て
世
襲
さ
れ
て
お
り
、
中
央
政
府
か
ら
半
ば
独
立
し
た
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
た
。
仏
教
に
関
す
る
政
策
も
必
ず
し

も
中
央
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
で
な
く
、
節
度
使

の
庇
護
の
も
と
、
禅
宗
が
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
、
房
山
雲
居
寺
と
幽
州
節
度
使

(65)

次
に
幽
州
節
度
使
と
仏
教
と
の
関
係

を
知
る
た
め
の
史
料
と
し
て
、
房
山
雲
居
寺
に
お
け
る
石
経
事
業
に
関
し
て
注
目
し
て
み
た

い
。
北
京
の
西
南
郊
外
に
位
置

す
る
房
山
雲
居
寺
は
、
階
の
静
碗
に
よ

る
石
経
事
業
の
創
始
に
そ
の
淵
源
を
持

つ
。
寺

の
創
建
は
唐
代
貞
観
年
間
と
さ
れ
る
が
、
静
碗

の
死
後
も
唐

一
代
そ
の
事

業
は
継
続
し
て
行
わ
れ
、
藩
鎮
体
制
下
で
は
幽
州
節
度
使
が
影
響
力
を
持

っ
た
。

(
6
)

唐
代
の
雲
居
寺
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
で
は
塚
本
善
隆
氏
に
よ
る
研
究
が
代
表
的
な
も
の
で
、
近
年
で
は
氣
賀
澤
保
規
氏
に
よ
る
研
究
が
注
目
さ
れ
る
と

(
7
)

 こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
に
お
い
て
も
唐
代
の
房
山
に
関
す
る
多
く
の
研
究
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
主
な
も

の
に
関
し
て
は
呂
鉄
鋼
主
編

・
中
国

仏
教
文
化
研
究
所
編

『房
山
石
経
研
究
』
全
三
冊

(中
国
仏
教
文
化
出
版
有
限
公
司

一
九
九
九
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
碑
や
石
経
の
題
記
の
録
文
を

集
成
し
た

『房
山
石
経
題
記
彙
編
』

(書
目
文
献
出
版
社

一
九
八
七
、
以
下

『題
記
彙
編
』
)
が
あ
り
、
中
国
仏
教
協
会

・
中
国
仏
経
図
書
文
物
館
編

『房
山
石
経

階
唐
刻
経
』

(華
夏
出
版
社

二
〇
〇
〇
、
以
下

『階
唐
刻
経
』
)
に
お

い
て
拓
本
写
真

の
出
版
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
り

つ
つ
、
特
に
節
度
使
と

の
関
係

に
注
目
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教
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さ
て
、
塚
本
氏
や
氣
賀
澤
氏
の
研
究

に
お

い
て
す

で
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
開
元

・
天
宝
期
に
は
雲
居
寺
に
お
け
る
石
経
事
業
は
大
規
模
化
し
、

現
地
の
有
力
者
も
深
く
か
か
わ
る
よ
う

に
な

っ
て
お
り
、
玄
宗

の
妹
で
あ
る
金
仙
長
公
主
の
援
助
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
中
央
の
政
界
と
の
関
わ
り
も
生
じ
て
い
た
。

さ
ら
に
は
商
工
業
の
発
展
を
背
景
に
し
て
、
同
業
者
組
織
で
あ
る

「行
」
が
積
極
的
に
石
経
事
業
に
関
与
し
、
空
前
の
隆
盛
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
天
宝

一
四
載

(七
五
五
)
に
ま
さ
に
こ
の
地
域
を
拠
点
と
し
て
勃
発
し
た
安
史
の
乱
に
よ
る
混
乱
で
、
石
経
事
業
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
は
い
た
も

の
の
衰

退
す
る
こ
と
に
な
る
。

安
史
の
乱
後
、
こ
の
地
域
は
反
側
藩
鎮
で
あ
る
幽
州
節
度
使
の
配
下
に
入
り
、
中
央
の
影
響
が
及
び
難
く
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
石
経
事
業
は
続
け
ら
れ
て
い
た

が
、
当
初
は
藩
鎮
が
大
き
く
事
業
に
関
わ

っ
て
い
た
よ
う
な
形
跡
は
な
い
。
安
史

の
乱
終
息
以
降
も
兵
乱
が
相
次
ぎ
、
不
安
定
な
状
況
が
続

い
て
い
た
こ
と
が
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
が

一
応

の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
の
は
貞
元
年
間
に
な

っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
に
伴
う
形
で
藩
鎮

の
石
経
事
業

へ
の
積
極
的
な
関

与
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
下
、
石
経

の
刊
刻
に
関
わ
り
が
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
節
度
使
を
順
を
追

っ
て
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

房
山
石
経
に
深
く
関
わ

っ
た
こ
と
で
、
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
劉
済

で
、
貞
元
元
年

(七
八
五
)
か
ら
元
和
五
年

(八

一
〇
)

の
二
十
六
年
に
わ
た

っ
て
節
度
使

の

の
地
位
に
あ

っ
た
。
そ
の
間
、
房
山
の
石
経
事
業
に
隆
盛
を
も
た
ら
し
、
唐
代
後
半
期
の
房
山
の
復
興
に
お
い
て
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。
父
の
劉
悸
も
幽
州
節
度

ω

使
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
地
位
は
世
襲

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
兵
乱
も
収
ま
り
安
定
に
向
か
う
時
期
で
あ

っ
た
。
若
い
頃
は
長
安
で
生
活
し
た
時
期
も
あ

っ
た
よ

(
8
)

う
で
、
科
挙
に
も
及
第
し
て
い
る
。
貞

元
年
間
の
こ
の
周
辺
地
域

の
節
度
使
は
朝
廷
に
対
し
て
践
雇
の
姿
勢
を
と
る
者
が
多
か

っ
た
が
、
劉
済
は
そ
の
中
で
は
比
較

的
穏
健
な
方
で
あ
り
、
朝
廷

の
意
向
を
う
け
成
徳
軍

の
王
承
宗
の
反
乱
鎮
定

へ
の
出
兵
も
行

っ
て
い
る
。

大
般
若
経
を
は
じ
め
何
点
か

の
石
経

の
題
記
に
経
主
と
し
て
名
を
残
す
劉
済
で
あ
る
が
、
元
和
四
年

(八
〇
九
)
四
月
八
日
に
自
ら
が
撰
し
た
碑
文

「琢
鹿
山

(9

)

石
経
堂
記
」
は
、
そ
の
石
経
事
業

へ
の
取
り
組
み
が
窺
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
碑
の
中
で
は
唐
朝
建
国
間
も
な
い
頃
か
ら
の
房
山
の
石
経
事
業
の
流
れ
、
特
に

玄
宗

の
妹
で
あ
る
金
仙
長
公
主

の
功
績
を
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

済
は
遂
に
俸
銭
を
以
て
奉
じ
て
聖
上

の
為
に
大
般
若
経
を
刊
造
し
、
今
年
四
月
を
以
て
功
就
く
。
親
自
ら
率
励
し
、
道
俗
と
石
経
峯
の
下
に
斉
会
す
。

安
史

の
乱
で
衰
退
し
て
い
た
石
経
事
業

は
劉
済
の
時
期
に
本
格
的
に
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
地

の
僧
侶
や
俗
人
を
幅
広
く
取
り
込
ん
で
の
事
業
で
あ
り
、
そ

れ
を
自
ら
の
俸
給
を
投
じ
て
纏
め
上
げ

た
の
が
、
節
度
使
の
劉
済
で
あ

っ
た
。
開
元

・
天
宝
期
に
は
民
間
レ
ベ
ル
で
も
盛
ん
に
石
経
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
安



史

の
乱
後
は
藩
鎮
勢
力
の
援
助
な
く
し
て
大
規
模
な
復
興
は
不
可
能
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
劉
済

の
時
代
に
至

っ
て
、
幽
州
節
度
使
管
内
も
安
定
し
、
節
度
使

の

積
極
的
な
事
業

へ
の
関
与
も
可
能
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
石
経
事
業
に
尽
力
し
た
劉
済
で
あ
る
が
、
最
後
は
子
の
総
に
よ

っ
て
毒
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
劉
総
で
あ
る
が
、
父
の
み
な
ら
ず
兄
を
も
殺
害
し
て
、
節
度
使
の
地
位
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
元
和
五
年

(八

一
〇
)
か
ら
長
慶
元
年

(八
二

一
)
ま
で
任

に
あ

っ
た
。
残
忍
な
人
物
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
が
、
唐
朝
の
方
で
は
父
や
兄
の
殺
害
と
い
う
事
実
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
嗣
位
を
認
め
て
し
ま

っ
た
。
劉
総
と
石
経

事
業
の
関
係
で
あ
る
が
、
塚
本
氏
に
よ

っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
援
助
を
行

っ
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
劉
済
に
よ

っ
て
大
規
模
に
復
興
さ
れ
た

石
経
事
業
は
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
以
下
の
逸
話
か
ら
も
、
劉
総
と
仏
教
と
の
深

い
関
わ
り
が
窺
わ
れ
る
。
憲
宗

の
抑
藩
政
策
が
進
み
、
反
側
藩
鎮
が
平
定
さ
れ
る
に
つ
れ
、
劉
総
は
自
ら
の

立
場
に
不
安
を
覚
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
も
あ

っ
て
か
、
嘗

て
自
ら
が
毒
殺
し
た
父
や
兄
が
崇
り
を
為
す
こ
と
を
夢
見
て
は
恐
れ
お
び
え
る
よ
う

に
な

り
、
そ
の
結
果
仏
教
に
傾
倒
し
、
庁
舎
内
に
数
百
人
の
僧
を
置
き
仏
事
を
営
ま
せ
た
。
時
が
経

つ
に

つ
れ
精
神
的
な
不
安
は
益
々
高
ま
り
、
遂
に
は
朝
廷
に
節
度
使

劒諺
鋸
複
藻
擁
鈴
衣慧
髄
寺聲

嬬

蟄

鍵
雛
強
嬉
雛
雛
弩
肋蘭
箪
∵

あ

っ
た
房
山
石
経
の
事
業
を
援
助
し
た
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
。

次
に
宝
暦
二
年

(八
二
六
)
か
ら
大

和
五
年

(八
三

一
)
に
在
任
し
た
李
載
義
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
名
は
経
主
と
し
て
は
確
認
で
き
な

い
。
但
し
、
大
和

二
年
及
び
三
年
に
六
月
十

一
日
付
で
琢

州
刺
史
李
載
寧

の
名
で

「大
般
若
波
羅
密
多
経
」
が
奉
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
載
義
と
排
行
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ

(11

)

ろ
う
。
こ
の
石
経
は

「司
空
の
慶
寿
日
」
或

い
は

「相
公

の
慶
寿
日
」
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
の

「司
空
」
「相
公
」
が
節
度
使
李
載
義

で
、
節
度

使

の
生
誕
日
を
祝
賀
す
る
た
め
に
石
経
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
大
和
二
年
四
月
八
日
付
け
の

「仏
説
喬
掘
摩
経
」
は
羅
東
門
の
百
姓
、
同
日

(12
)

付

「金
剛
三
昧
経
」
は
石
瞳
南
の
百
姓
と

い
っ
た
よ
う
な
庶
人
階
層

の
者
た
ち
が
、
司
空
す
な
わ
ち
節
度
使
李
載
義

の
た
め
に
奉
じ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
幽

州
節
度
使
や
地
域
社
会
と
雲
居
寺
の
深

い
関
係
が
表
れ
て
い
る
。

次

い
で
節
度
使
と
な

っ
た
楊
志
誠
は
大
和
五
年

(八
三

一
)
か
ら
八
年

(八
三
四
)
ま
で
節
度
使

の
任
に
あ

っ
た
が
、
や
は
り
石
経
と

の
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
大

(13

)

和
七
年
に
刻
さ
れ
た

「
父
母
恩
重
経
」

は
彼
が
経
主
で
、
そ
の
父
母
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
節
度
使
の
た
め
に
石
経
を
奉
納
す
る
こ
と
も
引
き

唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教



大
手
前
大
学
論
集

第
10
号

(
2
0
0
9
)

(14
)

続
き
行
わ
れ
て
お
り
、
大
和
五
年
四
月
八
日
に
刻
さ
れ
た

「大
仏
灌
頂
経
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
そ
の
経
主

の
筆
頭
に
名
を
連
ね
る
楊
志
栄
は
志
誠
と
排
行
を

同
じ
く
す
る
者
で
あ
る
。
特
に
大
和
七
年

の

「佛
説
七
倶
砥
仏
大
心
准
提
陀
羅
尼
経
」
で
は
、
楊
志
栄
を
筆
頭
に
、
雲
居
寺
大
徳
の
真
性
を
は
じ
め
と
す
る
数
名

の

(15
)

僧
、
さ
ら
に
多
数
の
庶
人
が
名
を
連
ね
る
。

楊
志
誠
が
兵
乱
に
よ
り
放
逐
さ
れ
た
あ
と
、
兵
馬
使
で
あ

っ
た
史
元
忠
が
推
さ
れ
、
そ
の
地
位
を
引
き
継

い
だ
が
、
や
は
り
房
山
の
石
経
事
業
に
深
く
関
与
し
た
。

彼
は
会
昌
元
年

(八
四

一
)
に
兵
乱
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
ま
で
地
位
に
あ

っ
た
が
、
開
成
年
間

(八
三
六
～
八
四
〇
)
に
刻
さ
れ
た

「善
恭
敬
経
」
な
ど
数
点

の
石

(16

)

経

の
経
主
と
し
て
そ
の
名
は
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
摂
平
州
刺
史
で
あ
り
盧
龍
軍
留
後
で
あ

っ
た
史
元
寛
や
守
嬬
州
刺
史
で
あ

っ
た
史
元
建

の
名
も
存
す
る
が
、
彼
ら

は
史
元
忠
と
排
行
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
時
期
に
瀬
州
刺
史
史
再
栄

・
琢
州
刺
史
史
再
新

の
名
も
何
点
か
の
題
記
に
見
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
史

(17
)

元
忠
か
ら
見
て

一
代
上

の
排
行
に
あ
た
る
。
藩
鎮
勢
力
が
大
規
模
に
事
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
史
氏

一
族
の
名
を
経
主
と
し
て
記
す
題
記

で

年
代
の
確
認
で
き
る
下
限
の
も
の
は
会

昌
元
年
四
月
八
日
付
で
あ
る
。
元
忠
が
兵
乱
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
の
が
、
同
年
の
八
月
で
あ
り
、
そ
れ
が
史
氏
全
体
の
勢
力

失
墜
に
も
繋
が
り
、
藩
鎮
に
よ
る
事
業
も
途
絶
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
後

の
会
昌
五
年
に
施
行
さ
れ
た
廃
仏
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
石
経
事
業
は
低
調
と
な

別ω

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か

っ
た
。

会
昌
の
廃
仏
終
息
後
に
、
房
山
石
経

の
経
主
と
し
て
名
を
見
せ
る
節
度
使
は
、
大
中
四
年

(八
五
〇
)
か
ら
威
通
十
三
年

(八
七
二
)
年
ま
で
二
十
二
年

の
長
き

に
わ
た

っ
て
在
任
し
て
い
た
張
允
伸
で
あ
り
、
数
多
く
の
石
経
に
関
わ

っ
て
い
る
。
萢
陽
の
人
で
代
々
幽
州
節
度
使
に
仕
え
て
お
り
、
節
度
押
衙
兼
馬
歩
都
知
兵
馬

使
の
任
に
あ

っ
た
が
、
節
度
使
周
緋

の
病
の
た
め
推
挙
さ
れ
節
度
留
後
と
な
り
、
中
央
が
そ
れ
を
追
認
し
節
度
使
に
任
じ
ら
れ
た
。
中
央
と

の
関
係
は
比
較
的
良

好
で
、
当
地
の
情
勢
も
安
定
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
石
経
事
業
も
順
調
に
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
兄
の
允
行
、
弟
の
允
皐
も
数
多
く
の
石
経

の
経
主
と
し
て
名
を
残

(18

)

し
て
お
り
、
藩
鎮
あ
げ
て
の
事
業

へ
の
援
助
が
窺
わ
れ
る
。

さ
ら
に
房
山
石
経
の
み
な
ら
ず
、
こ

の
地
域
の
仏
教

へ
の
広

い
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
が
、
公
乗
億
撰

「魏
州
故
禅
大
徳
奨
公
塔
碑
」
(
『文
苑
英

華
』
巻
八
六
八
)
で
、

大
中
五
年
、
伏
し
て
盧
龍
軍
節
度

使
張
公
の
奏
し
て
壇
場
を
致
す
に
遭

い
、
和
尚
是
の
時
戒
相
方
に
具
わ
る
。
而
後
、
大
中
九
年
、
再
び
侍
中
張
公
の
重
ね
て

戒
壇
を
琢
郡

に
起

つ
る
に
遭

い
、
衆

和
尚
に
請
う

に
、
六
た
び
星
紀
を
鍮
え
、
三
た
び
講
莚
を
統
べ
、
金
石

の
微
言
を
宣
し
、
玉
毫
の
真
宗
を
示
す
を



以

っ
て
し
、
三
千
大
千

の
世
界
、
謄
依
せ
ざ
る
靡
く
、
十

一
十
二
の
因
縁
、
寛
に
凝
滞
す
る
無
し
。

と
あ
り
、
盧
龍
軍
節
度
使
張
公
す
な
わ
ち
張
允
伸
は
大
中
五
年
と
九
年

の
二
度
に
わ
た
り
戒
壇

の
設
置
を
行

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

(19

)

大
徳
奨
公
は
興
化
存
奨
で
あ
り
、
こ
の
地
で
出
家
得
度
し
、
こ
の
の
ち
の
禅
宗

の
発
展
に
も
関
わ

っ
て
く
る
人
物

で
あ
る
。
後
に
南
方

へ
移
り
、
臨
済
義
玄
に
師

事
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
義
玄
に
随

い
盧
龍
軍
に
隣
接
す
る
成
徳
軍
管
内

の
鎮
州

へ
移

っ
て
い
た
乾
符
二
年

(八
七
五
)
に
幽
州

へ
戻
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
。
こ

れ
は
結
局
実
現
し
な
か

っ
た
が
、
こ
の
と
き
招
請
す
る
側
に
あ

っ
た
の
が
、
幽
州
節
度
押
両
蕃
副
使

の
董
廓

・
幽
州
律
大
徳
沙
門
僧

の
惟
信

・
琢
州
石
経
寺
監
寺

律
大
徳
の
弘
喚
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
に
つ
い
て
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
幽
州
藩
鎮
の
仏
教

へ
の
影
響
力
や
仏
教
界
と
の
つ
な
が
り
が
窺
わ
れ
、
さ
ら
に
は

当
地
に
お
い
て
雲
居
寺

(石
経
寺
)
が
中
心
を
な
す
寺
院

の

一
つ
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
劉
総
か
ら
張
允
伸
ま
で
房
山

の
石
経
事
業
と
の
関
わ
り
で
名
前

の
確
認
さ
れ
る
節
度
使
を
あ
げ
て
み
た
が
、
こ
こ
で
藩
鎮
と
の
関
わ
り
を
含
め
て
唐
代
後

半
期
の
雲
居
寺
側

の
状
況
の

一
端
を
知

る
上

で
貴
重
な
内
容
を
含
む
碑
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
成
通
八
年

(八
六
七
)
十

一
月
四
日
に
建
て
ら
れ
た

「大
唐
雲

(20
)

居
寺
故
寺
主
律
大
徳
神
道
碑
銘
」

で
あ

る
。

ω

碑

の
内
容
は
、
雲
居
寺

の
寺

王
を
長

き
に
わ
た

っ
て
つ
と
め
、
大
和
九
年

(八
三
五
)
に
八
十
四
歳

で
卒
し
た
真
性
の
事
績

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
藩
鎮
と

の
関

ω

わ
り
が
見
ら
れ
る
部
分
を
挙
げ
て
み
る
。

元
和
中
、
簾
察
使
相
国
彰
城
劉
公

、
其
の
高
節
を
慕
い
、
亟
や
か
に
臨
壇
を
請
い
、
手
字
畳
飛
し
、
使
車
交
織
す
。

劉
公
は
元
和
五
年
ま
で
節
度
使
を

つ
と

め
た
劉
済
、
も
し
く
は
そ
の
後
を
継

い
だ
息
子

の
劉
総
で
あ
り
、
安
史

の
乱
後
の
石
経
事
業
の
復
興
の
中
、
真
性
は
こ
の
地

に
招
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

大
和
有
九
祀
に
塾
び
、
方
伯
司
徒
史
公
の
領
戎
す
る
や
、
常
に
目
し
て
山
を
重
ん
じ
、
柳
風
徳
を
仰
ぐ
。
乃
ち
曰
く
、
昔
三
蔵
経
を
天
竺
よ
り
伝
え
、
六
祖
化

を
曹
渓
に
広
め
て
、
方
め
て
琢
鹿

の
名
区
に
し
て
、
時
に
異
人
間

々
出
つ
る
有
る
を
知
る
、
と
。

と
あ
る
。
「史
公
」
は
史
元
忠
で
あ
り
、
節
度
使
就
任
は
大
和
八
年
で
あ
る
か
ら
、
間
も
な
く
真
性

に
帰
依
し
た
こ
と
に
な
る
。
真
性
は

一
年
も
経
た
ず
大
和
九
年

九
月

二
三
日
に
没
し
て
い
る
が
、
史
元
忠
が
そ
の
後
石
経
事
業
に
深
く
関
わ

っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

元
和
年
間
か
ら
大
和
九
年
に
卒
す
る
ま
で
約
三
十
年
に
わ
た
り
、
真
性
は
雲
居
寺
の
寺
主
と
し
て
石
経
事
業
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
唐
代
後
半
期

唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教
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に
お
け
る
房
山
の
石
経
事
業

の
復
興
に
お
い
て
、
真
性
が
雲
居
寺
側
で
占
め
た
位
置
は
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
歴
代

の
節
度
使

の
帰
依
を
受
け
、
藩
鎮
と

の

結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
で
、
多
大
な
援
助
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
建
碑
の
経
緯
を
述
べ
た
部
分

で
あ
る
が
、
こ
の
碑
が
最
終
的
に
完
成
し
た
の
は
真
性

の
没
後
三
十
年
以
上
経

っ
て
か
ら
の
こ
と
に
な
る
。
真
性
の
没
後
、

主
な
弟
子
七
人

(仲
説

・
恒
智

・
堕
直

・
恵
増

・
志
千

・
文
展

・
宝
定
)

の
う
ち
当
地
に
残

っ
て
い
た
四
人
が
恩
に
報

い
ん
と
し
て
、
葬
る
に
あ
た
り
塔
を
建

て
、

さ
ら
に
事
績
を
記
し
た
碑
を
建
て
よ
う

と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

俄
に
先
朝

の
大
い
に
沙
汰
を
興
す

に
属
し
、
寺
皆
殿
廃
し
、
僧
林
巌
に
遁
る
。

と
あ
る
よ
う
に
会
昌
の
廃
仏
に
よ
り
、
事
業
は

一
旦
頓
挫
す
る
。
仏
教
復
興
の
後
、
事
業
が
再
開
さ
れ
完
成
に
至

っ
た
の
は
以
下
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

仏
日
重
ね
て
明
ら
か
に
な
り
、
屡

し
ば
星
歳
を
更
む
る
に
泊
び
、
七
人
の
内
、
唯
宝
定

の
み
存
す
。
其
の
誠
は
則
ち
深
き
も
、
其
の
力
は
置
か
ず
。
(仲
)
説

公

の
門
人
の
前
寺
主
僧
弘
信
有
り

、
即
ち
釈
門

の
孫
な
り
。
戒
律
清
粛
に
し
て
、
義
心
堅
勇
、
本
師
の
早
に
妓
し
、
宿
志
未
だ
陳
べ
ざ
る
を
悲
し
み
、
定
公
と

相
扶
け
、
再
び
崇
立
せ
ん
こ
と
を
議
す
。

ω

会
昌

の
廃
仏
の
当
該
地

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
が
、
目
立

っ
た
事
業
を
起
こ
し
が
た

い
状
況
に
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
本
碑
が
建
て
ら
れ
た

σ

戌
通
八
年
と

い
う

の
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
唐
末

の
房
山
の
石
経
事
業
に
深
く
関
わ

っ
て
い
た
張
允
伸
の
節
度
使
在
任
期
間
中
で
あ
る
。
従

っ
て
、
廃
仏
後
こ

こ
に
至

っ
て
建
碑
事
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た

の
は
、
雲
居
寺
僧
の
熱
意
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
張
允
伸
の
雲
居
寺

へ
の
援
助
が
大
き
く
影
響
し
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

張
允
伸
よ
り
後
、
節
度
使
が
石
経
事

業
に
深
く
関
わ

っ
た
形
跡
は
見
ら
れ
ず
、
石
経
事
業
自
体
も
衰
退
し
途
絶
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
唐
末

の
混
乱
の
中
で
こ
の
地
域
が
各
勢
力
問

の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
不
安
定
な
状
況
に
あ

っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
唐
後
半
期

に
石
経
事
業
が
盛
ん
で
あ

っ
た
の
は
、
概
し
て
幽
州
節
度
使
の
統
治
が
比
較
的
安
定
し
て
い
た
時
で
あ
り
、
張
允
伸
の
在
任
時
代
と

い
う
の
は
正
に
そ
の
最
後

の
時

期
に
当
た
る
。
幽
州
節
度
使
の
強
力
な
後
押
し
が
あ

っ
て
こ
そ
、
唐
代
後
半
期
の
石
経
事
業
は
展
開
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
天
宝
期
に
は
積
極
的
に
石
経
事
業
に
携
わ

っ
て
い
た
商
工
業

の
同
業
者
団
体
で
あ
る
行
が
、
安
史

の
乱
以
後
は
関
わ
り
が
薄
れ
、
貞
元
期
に
は
や
や
回
復

(21
)

を
見
せ
た
も
の
の
、
天
宝
期
の
盛
況
に
比
す
る
と
劣

っ
て
い
る
。
こ
の
点
も
節
度
使
の
積
極
的
な
主
導
権

の
下
、
事
業
が
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と



に
繋

が

っ
て
く

る

だ

ろ
う

。

三
、
会
昌

の
廃
仏
と
幽
州
節
度
使

(22

)

会
昌
の
廃
仏
が
仏
教
界
に
打
撃
を
与

え
、
そ

の
後

の
中
国
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
広
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
影
響
の
及

び
具
合
と

い
う

の
は
地
域
に
よ

っ
て

一
様

で
は
な
か

っ
た
。
当
時
の
藩
鎮
体
制
下
に
お
い
て
は
朝
廷
と
の
関
係
は
各
藩
鎮
に
よ

っ
て
異
な

っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
廃

仏

の
施
行
の
度
合
い
に
お
い
て
も
差
を
生
じ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
反
側
藩
鎮
と
し
て
中
央
か
ら
半
ば
独
立
し
た
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
た
幽
州
ほ
か
河
北
地

域
の
藩
鎮
で
は
、
廃
仏
に
対
す
る
対
応
も
独
自

の
も
の
と
な

っ
て
い
た

の
で
は
な

い
か
。
本
章
で
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え

つ
つ
、
会
昌

の
廃
仏

に
対
す
る
幽
州
節
度
使

の
対
応
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
。

ま
ず
は
、
会
昌
の
廃
仏
に
関
し
て
、
そ
の
具
体
的
内
容
か
ら
確
認
し
て
お
き
た

い
。
即
位
以
来
し
ば
し
ば
道
教
を
重
ん
じ
仏
教
を
そ
の
下
に
置
き
規
制
す
る
よ
う

D

な
姿
勢
を
武
宗
が
と

っ
て
き
た
こ
と
は
、

『入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
な
ど
の
記
述
か
ら
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
格
的
且
つ
大
規
模
な
形
で
廃
仏
に
踏
み

σ

切

っ
た
の
は
会
昌
五
年

(八
四
五
)

の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
こ
と

で
あ
る
。

ま
ず
、
七
月
に
寺
院
や
僧
尼
の
数
を
制
限
す
る
規
定
が
出
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
長
安
と
洛
陽
に
関
し
て
は
両
街
に
そ
れ
ぞ
れ
二
寺
ず

つ

(長
安
四
寺

・
洛
陽
四

寺
)
、
各
寺
に
は
僧
侶
三
十
人
ず

つ
、
各

藩
鎮
と
同

・
華

・
商

・
汝
各
州
は
そ
れ
ぞ
れ

一
寺
ず

つ
、
僧
侶
に
関
し
て
は
藩
鎮

・
州

の
ラ
ン
ク
に
応
じ
て
、
上
等

二
十

(23

)

人

・
中
等
十
人

・
下
等
五
人
に
制
限
さ
れ
、
残
り
の
寺
院
は
破
棄
さ
れ
、
僧
侶
は
還
俗
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

僧
侶
の
数
に
関
し
て
は
、
翌
八
月
に
は
さ
ら
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
。
洛
陽
は

一
寺
あ
た
り
二
十
人
、
諸
道

の
う
ち
上
等
は
十
人
、
中
等
は
七
人
、
下
等
は
僧
侶

を
置
か
な

い
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

廃
仏
当
時
の
幽
州
節
度
使
は
張
仲
武

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
廃
仏

へ
の
対
応
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『資
治
通
鑑
』
巻
二
四
八

・
会
昌
五
年

八
月
条
に
は
先

の
廃
仏
規
定
に
続
け
て
次

の
よ
う
に
あ
る
。

五
台
の
僧
は
多
く
亡
れ
幽
州
に
奔

る
。
李
徳
裕

進
奏
官
を
召
し
て
謂

い
て
曰
く
、
「汝
趣
き

て
本
使
に
白
せ
、
五
台
の
僧
は
将
と
為
る
も
、
必
ず
幽
州
の
卒

唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教
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に
如
か
ず
、
何
為
ぞ
虚
し
く
容
納

の
名
を
取
り

て
、
人
口
に
染
め
ん
や
。
独
り
近
日
劉
従
諌
の
無
算
の
問
人
を
招
聚
す
る
を
見
ず
、
寛
に
何
の
益
有
ら
ん
や
。」

と
。
張
仲
武
乃
ち
二
刀
を
封
じ
居
庸
関
に
付
し
て
曰
く
、
「游
僧
の
入
境
す
る
有
ら
ば
、
則
ち
之
を
斬
る
。」
と
。

聖
地
と
し
て
股
賑
を
極
め
て
い
た
五
台

山
は
、
廃
仏
に
よ
り
深
刻
な
打
撃
を
被

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
避
け
ん
と
し
て
五
台
山
の
存
在
す
る
河
東
藩
鎮
か
ら
幽

州
藩
鎮

へ
と
多
く
の
僧
が
逃
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
幽
州
節
度
使
張
仲
武
は
李
徳
裕

の
戒
め
に
応
え
る
形
で
厳
格
に
廃
仏
を
実
行
し
た
か
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て

い
る
が
、
ま
ず
五
台
山

の
僧
が
弾
圧
を
避
け
よ
う
と
し
て
幽
州
に
向
か

っ
た
と

い
う
こ
と
自
体
が
、
廃
仏
規
定
を
幽
州
節
度
使
が
遵
守
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
張
仲
武
は
中
央
と
の
関
係
も
比
較
的
良
好
で
あ

っ
た
の
で
、
形
式
的
に
従
う
よ
う
な
姿
勢
を
と

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。河

北
地
域
の
廃
仏
の
不
徹
底
に
関
し

て
は
、
当
時
唐

に
渡

っ
て
お
り
廃
仏
に
も
巻
き
込
ま
れ
た
円
仁
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

『入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻

四

・
会
昌
五
年
十

一
月
三
日
条
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

唯
だ
黄
河
よ
り
已
北
の
鎮

・
幽

・
魏

・
路
等
の
四
節
度
は
、
元
来
仏
法
を
敬

い
重
ん
ず
れ
ば
、
舎
を
堺
さ
ず
、
僧
尼
を
条
流
せ
ず
。
仏
法

の
事
、

一
切
之
を

勿

動
か
さ
ず
。
頻
り
に
勅
使

の
勘
罰

せ
ん
と
す
る
あ
る
に
、
云
う
、
「天
子
自
ら
来
り
て
殿
堺
焚
焼
す
れ
ば
、
即
ち
然
る
べ
し
。
臣
ら
此

の
事
を
作
す
能
わ
ざ

る

σ

な
り
。」
と
。

帰
国
準
備

の
た
め
山
東

の
登
州
文
登
縣

に
滞
在
し
て
い
た
円
仁
が
得
た
情
報
で
は
、
河
北
の
四
節
度
使
は
中
央

の
意
向
を
無
視
し
、
廃
仏
を
行
わ
な
か

っ
た
こ
と
に

な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
廃
仏

の
憂
き
目
に
遇
い
、
仏
寺
が
破
棄
さ
れ
僧
尼
が
還
俗
さ
せ
ら
れ
る
現
場
を
道
中
目
撃
し
て
き
た
円
仁
に
と

っ
て
、
こ
の
情
報
は
せ
め

て
も
の
救

い
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
同
年

の
八
月
十
六
日
に
登
州

へ
到
着
し
た
円
仁
は
、
長
安
か
ら
遠
く
離
れ
た
当
地
で
の
激
し

い
廃
仏
の
様
子
を
目
撃
し
、
大
き
な

衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
心
情

か
ら
為
さ
れ
る
記
述
で
あ
り
、
僧
と
し
て
の
円
仁

の
立
場
も
多
少
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
し
れ
な

い
が
、
あ
る
程

度
は
信
用
で
き
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
で
は
廃
仏
を
拒
否
し
た
と
さ
れ

る
四
藩
鎮
の
当
時
の
状
況
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
会
昌
五
年
十

一
月
時
点

の
幽
州
節
度
使
以
外

の

三
節
度
使
は
、
成
徳
軍
節
度
使

(鎮
)

は
王
元
蓬
、
魏
博
節
度
使

(魏
)
は
何
弘
敬
で
あ
り
、
昭
義
軍
節
度
使

(路
)
は
前
年
に
着
任
し
た
盧
鉤

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
昭
義
軍
は
、
劉
悟
、
劉
従
諌

の
父
子
二
代
に
わ
た

っ
て
穆
宗
朝
以
来
二
十
年
以
上
践
雇

の
姿
勢
を
と

っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
昌
三
年

に
従
諌



の
没
し
た
後
は
世
襲
を
目
論
ん
だ
が
失

敗
し
、
結
局
中
央
に
よ
り
平
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
を
う
け
、
会
昌
四
年
に
は
中
央
か
ら
盧
鉤
が
節
度
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

(24
)

お
り
、
会
昌
五
年
時
点
で
は
他
の
三
藩
鎮
と
状
況
が
異
な
り
、
朝
廷
に
対
し
て
恭
順
の
姿
勢
を
と

っ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
劉
氏
の
時
代
は
廃
仏
を
含
め
中
央

の

意
向
に
従
う
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
盧
鉤
赴
任
後
は
円
仁
の
記
述
と
異
な
り
、
廃
仏
を
規
定
に
従
い
断
行
し
て
い
た
可
能
性
は
高

い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
成
徳
と
魏
博
は
や
や
状
況
が
異
な
る
。
成
徳

で
は
王
元
達
が
父
の
庭
湊
か
ら
地
位
を
世
襲
し
、
大
和
八
年

(八
三
四
)
か
ら
大
中
八
年

(八
五

(25
)

四
)
ま
で
二
十
年
に
わ
た

っ
て
在
任
し

て
お
り
、
そ
の
後
も
王
氏
に
よ

っ
て
唐
末
ま
で
世
襲
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
魏
博

の
何
弘
敬
も
父
進
酒
か
ら
の
世
襲

(26

)

で
、
開
成
五
年

(八
四
〇
)
か
ら
戌
通
七
年

(八
六
六
)
ま
で
二
十
六
年
在
任
し
、
そ
の
地
位
は
子
の
全
腺
に
受
け
継
が
れ
た
。
こ
の
時
期
、
両
藩
鎮
と
も
中
央
と

の
関
係
は
比
較
的
良
好
で
あ

っ
た
が
、
長
期
に
わ
た

っ
て
節
度
使
の
地
位
を
世
襲
し
て
お
り
半
独
立
的
な
立
場
を
取

っ
て
い
た
の
で
、
円
仁

の
記
述

の
よ
う
な
状
況

も
十
分
あ
り
え
よ
う
。
特
に
成
徳
藩
鎮

に

つ
い
て
は
、
こ
の
の
ち
禅
仏
教
と
深
く
関
係
す
る
こ
と
、
既
に
前
章
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
廃
仏
の
打
撃
が
比

較
的
小
さ
か

っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
幽
州
節
度
使
張
仲
武
は
廃
仏
に
対
し
て
如
何
な
る
態
度
を
と

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
取
り
上
げ
た
欄
忠
寺
の

「会
昌
舎
利
記
」
は
廃
仏
に
関
し

て
比
較
的
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
管
内
に
は
仏
寺
を

一
ヶ
所
、
僧
侶
を
十
人
の
み
残
し
た
と

い
う

の
で
あ
る
。
当
時
の
藩
鎮
の
等
級
付
け
に
お
い
て
幽

州
節
度
使
は
上
等
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
会
昌
五
年
八
月
の
厳
格
化
さ
れ
た
規
定
に
よ
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
廃
仏
規
定
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
翌
年
武
宗
が
崩
御
し
宣
宗
が
即
位
し
た
の
に
伴

い
、
廃
仏
が
緩
和
さ
れ
仏
教
が
復
興
さ
れ
る
と
、

一
転
し
て
仏
教
を
振
興
す
る
側
に
転
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
舎
利
の
欄
忠
寺

へ
の
遷
蔵
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
二
つ
の
舎
利
記
、
特
に

「景
福
舎
利
記
」
の
方

で
は
、
そ
の
功
績
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
恐

ら
く
李
徳
裕
か
ら
廃
仏
徹
底
の
命
を
受
け
形
式
的
に
は
従

っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
厳
格
な
も
の
に
な
ら
ず
不
徹
底

に
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

実
際
、
房
山
に
お
け
る
石
経
事
業
も

一
時
的
に
は
衰
退
し
た
が
、
大
中
年
間
後
半
か
ら
成
通
年
間
に
か
け
て
は
節
度
使
張
允
伸

の
尽
力
も
あ
り
、
あ
る
程
度
の
回

復
を
遂
げ
て
い
る
。
真
性
の
神
道
碑
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
時
的
に
事
業

の
中
断
は
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ほ
ど
大
き
な
打
撃
は
無
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
。

唐
末
に
石
経
事
業
が
断
絶
し
て
し
ま
う

の
も
、
む
し
ろ
当
該
地
域
の
政
治
的
な
不
安
定
が
原
因
と
解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(73)

 

唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教



大
手
前
大
学
論
集

第
10
号

(
2
0
0
9
)

結
び
に
か
え

て

以
上
、

劉
済
劉
総
李
載
義

楊
志
誠

史
元
忠

張
仲
武

張
允
伸

李
可
許 検

討
し
て
き
た
史
料
か
ら
、
唐
代
後
半
期
、

貞
元
元
年

(七
八
五
)
九
月
～
元
和
五
年

元
和
五
年

(八

一
〇
)
九
月
～
長
慶
元
年

宝
暦
二
年

大
和
五
年

大
和
八
年

会
昌
元
年

大
中
四
年

乾
符
三
年

(八
二
六
)

(八
三

こ

(八
三
四
)

(八
四

こ

(八
五
〇
)

(八
七
六
)

こ
の
地
の
仏
教
事
業
に
関
わ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
節
度
使
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

(八

一
〇
)
七
月

(八
二

一
)
三
月

十
月
～
大
和
五
年

(八
三

一
)
正
月

四
月
～
大
和
八
年

(八
三
四
)
十

一
月

十

一
月
～
会
昌
元
年

(八
四

一
)
九
月

十
月
～
大
中
三
年

(八
四
九
)

十

一
月
～
成
通
十
三
年

(八
七
二
)
正
月

五
月
～
光
啓
元
年

(八
八
五
)
六
月

唐
代
後
半
期

の
河
北
地
域
の
仏
教
に
対
し
て
節
度
使
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、

一
方
で
藩
鎮

が
事
業
を
主
導
す
る
こ
と
で
、
地
域
住

民
を
懐
柔
す
る
よ
う
な
意
図
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

大
き
な
力
を

持

っ
た
藩
鎮
が
、
仏
教
の
動
向
を
大
き
く
左
右
し
た
の
で
あ
る
。

唐
末

の
混
乱
は
こ
の
地
域

の
仏
教
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
が
、
や
が
て
契
丹

(遼
)
の
支
配
下
に
は
い
る
こ
と
に
な
り
、
宋
と
は
異
な
る
独
自
の

仏
教
文
化
が
繁
栄
す
る
。
そ
う
し
た
こ
と

の
背
景
に
は
、
藩
鎮
体
制
下
、
中
央
と
は

一
線
を
画
し
た
状
況
に
あ
り
、
廃
仏
の
影
響
が
少
な
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
本
稿
に
お

い
て
は
幽
州
節
度
使
と
の
関
係
に
絞

っ
て
考
察
を
試
み
た
が
、
地
域
社
会
全
般
と
仏
教
の
関
わ
り
、
あ
る
い
は
周
辺
地
域
の
状
況
な
ど
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

74)
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15口 14

注

柳
田
聖
山

「唐
宋
五
代
の
河
北
地
方
に
於
け
る
禅
宗
興
起
の
歴
史
的
社
会
的
事
情
に
つ
い
て
」
(『日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
二
五
号
、

一
九
六
〇
)
な
ど
。

後
継
注

(6
)
塚
本
善
隆
論
文
で
は
、
「会
昌
舎
利
記
」
を
引
用
す
る
が
、
「景
福
舎
利
記
」
に
は
特
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

陥
の
文
帝
の
舎
利
を
め
ぐ
る
政
策
に
関
し
て
は
、
『広
弘
明
集
』
巻

一
七
に
詳
し
い
。

『A
ム
日
日
一
口
叩
色
未
』

坐
甘
一
一
〇

成
徳
節
度
使
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
金
井
徳
幸

「唐
末
五
代
鎮
州

(正
定
)
に
於
け
る
臨
済
禅
-
鎮
将
王
並
び
に
五
代
山
文
殊
信
仰
と
の
関
係
を
中
心
に
ー
」
、

西
尾
賢
隆

「唐
代
後
半
期
に
お
け
る
成
徳
藩
鎮
下
の
仏
教
」
(『中
国
近
世
に
お
け
る
国
家
と
禅
宗
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六

所
収
、
初
出
は

『古
代
文
化
』
三
三
-

一
〇
、

一
九
八

一
)
な
ど
参
照
。

コ
房
山
雲
居
寺
と
石
刻
大
蔵
経
」

「塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
五
巻

(「中
国
近
世
仏
教
史
の
諸
問
題
」
大
東
出
版
社
、

一
九
八
五
)
。
「石
経
山
雲
居
寺
と
石
刻
大
蔵
経
」

(『東
方
学
報

京
都
』
第
五
冊
副
刊
、

一
九
三
五
)
よ
り
改
稿
し
た
も
の
。

「唐
代
房
山
雲
居
寺
の
発
展
と
石
経
事
業
」
(同
氏
編

『中
国
仏
教
石
経
の
研
究
-
房
山
雲
居
寺
を
中
心
に
ー
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
六
)

劉
済
の
墓
誌
は
、
元
和
年
間
に
お
け
る
中
央
政
府
の
有
力
者
で
あ
る
権
徳
輿
が
撰
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
長
安
に
滞
在
し
た
事
は
記
さ
れ
る
。
『権

載
之
文
集
』
巻
一
=

「唐
故
幽
州
盧
龍
節
度
副
大
使
知
節
度
事
管
内
支
度
営
田
等
使
開
府
儀
同
三
司
検
校
司
徒
兼
中
書
令
幽
州
大
都
督
府
長
史
上
柱
国
彰
城
郡
王
贈
太
師

劉
公
墓
誌
銘
井
序
」

ゆ

こ
の
碑
は
早
く
に
秩
し
て
お
り
、

『題
記
彙
編
』

一
五
～

一
六
頁
は
塚
本
氏
が
前
掲
論
文
に
地
方
志
な
ど
を
も
と
に
提
示
し
た
録
文
を
掲
載
す
る
。

σ

劉
総
の
出
家
に
至
る
経
緯
に
関
し
て
は
、
両
唐
書
の
伝
及
び

『資
治
通
鑑
』
以
外
に
、
元
棋
の
手
に
成
る

「授
劉
総
守
司
徒
兼
侍
中
天
平
軍
節
度
使
制
」
及
び

「許
劉
総

出
家
制
」
(と
も
に

『元
氏
長
慶
集
』
巻
四
二
)
参
照
。
後
者
に
は

「宜
賜
法
号
大
覚
、
傍
賜
僧
膿
五
十
夏
」
と
あ
り
、
法
号
に
加
え
夏
臆
を
賜
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「琢
州
刺
史
使
持
節
充
永
泰
軍
営
田
団
練
塘
南
巡
等
使
検
校
右
散
騎
常
侍
兼
御
史
大
夫
李
載
寧
奉
為
司
空
慶
寿
日
敬
造
大
般
若
経
弐
条
」
(『題
記
彙
編
』

一
六
二
頁
及
び

『階
唐
刻
経
』
五
-
四
六
七
頁
)

「羅
東
門
百
姓
奉
為
司
空
敬
造
石
経

一
條
、
送
往
大
石
経
花
嚴
堂
、
四
月
八
日
建
記
」
(『題
記
彙
編
』
二
二
二
～
二
二
五
頁
及
び

『階
唐
刻
経
』
三
八
五
～
六
頁
)
、
「石

瞳
南
百
姓
等
奉
為
司
空
敬
造
石
経

一
條
、
井
送

一
千
人
供
往
大
石
経
山
、
大
和
二
年
四
月
八
日
建
」
(『題
記
彙
編
』
二
二
五
～
二
二
七
頁
及
び

『階
唐
刻
経
』
三
-
三
八

三
～
四
頁
)

「奉
為
翁
翁
婆
婆
造
父
母
恩
重
石
経

一
條

経
主
幽
州
盧
龍
節
度
観
察
処
置
押
契
契
丹
両
蕃
等
使
検
校
工
部
尚
書
兼
御
史
大
夫
楊
志
誠
」
(『題
記
彙
編
』
二
三
八
頁
及
び

『階
唐
刻
経
』
三
-
三
九
六
頁
)

「奉
為
常
侍
敬
造
送
往
大
石
経
山
、
大
和
五
年
四
月
八
日
立
」
(『題
記
彙
編
』
二
二
七
～
二
二
九
頁
及
び

『階
唐
刻
経
』
三
八
八
頁
)

額
に

「奉
為
尚
書
敬
造
七
倶
肱
之
経
」
と
あ
り
、

一
行
目
に

「節
度
押
衙
銀
青
光
禄
大
夫
検
校
太
子
蒼
事
使
持
節
莫
州
諸
軍
事
兼
権
莫
州
刺
史
兼
監
察
御
史
充
本
州
団
練

唐
典
軍
使
知
子
州
事
楊
志
栄
」
と
記
す
。
僧
侶
は
裏
面
の
額
の
部
分
に

「雲
居
寺
大
徳
僧
真
性
、
寳
刹
寺
大
徳
僧
玄
素

・
寳
刹
寺
律
座
主
僧
惟
簡

・
花
嚴
座
主
僧
常
辮
、

雲
居
寺
僧
戒
然
、
宝
刹
寺
僧
智
明
、
金
閣
寺
道
場
僧
普
幽
」
が
名
を
連
ね
る

(『題
記
彙
編
』
二
三
三
～
二
三
四
頁
及
び

『階
唐
刻
経
』
三
-
三
九
二
～
三
頁
)。
真
性
に

唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教
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関
し
て
は
後
述
す
る
神
道
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
「善
恭
敬
経
」
で
は

「幽
州
盧
龍
節
度
副
大
使
知
節
度
事
観
察
処
置
押
契
丹
経
略
盧
龍
軍
等
使
銀
青
光
禄
大
夫
検
校
尚
書
右
僕
射
兼
幽
州
大
都
督
府
長
史
御
史

大
夫
史
元
忠

僕
射
四
月
八
日
於
西
山
上
仏
経
銘

一
首
」
(『題
記
彙
編
』
二
四
〇
頁
及
び

『階
唐
刻
経
』
三
-
四
〇
七
頁
)
と
あ
る
。

例
え
ば
、
開
成
二
年
四
月
八
日
付

の
大
般
若
波
羅
密
多
経
の
題
記
に
は
、
「奉
為
婆
婆
僕
射
造
大
般
若
経

一
條

十

一
翁
銀
青
光
禄
大
夫
検
校
太
子
賓
客
兼
侍
御
史
史
再

栄

経
主
使
君
琢
州
刺
史
使
持
節
琢
州
諸
軍
事
銀
青
光
禄
大
夫
検
校
太
子
賓
客
充
永
泰
軍
営
田
団
練
塘
南
巡
等
使
兼
侍
御
史
史
再
新
、
六
郎
兼
監
察
御
史
史
元
寛
、
七
郎

兼
監
察
御
史
史
元
直
、
九
郎
兼
監
察
御
史
史
元
迫
、
廿
郎
兼
監
察
御
史
史
元
建
、
廿

一
郎
兼
監
察
御
史
史
元
宗
」
(「題
記
彙
編
』

一
七
二
頁
及
び

『階
唐
刻
経
』
五
-
五

一
六
頁
)
と
あ
る
。

例
え
ば
、
成
通
二
年
四
月
の
紀
年
を
も
つ
大
般
若
波
羅
密
多
経
の
題
記
に
は

「幽
州
盧
龍
節
度
使
検
校
司
空
同
中
書
門
下
平
章
事
張
允
伸

兄
御
史
大
夫
允
行
」
(『題
記

彙
編
』

一
七
六
頁
及
び

『陥
唐
刻
経
』
五
-
五
三
四
頁
)
と
あ
る
。

興
化
存
奨
に
つ
い
て
は
、
横
井
聖
山

「興
化
存
奨
の
史
伝
と
そ
の
語
録
-
中
国
臨
済
禅
創
草
時
代
に
関
す
る
文
献
資
料
の
綜
合
整
理
、
覚
書
、
そ
の
一
」
(
『禅
学
研
究
』

第
四
八
号
、

一
九
五
八
)
に
詳
し

い
。
本
稿
で
引
用
し
た

「魏
州
故
禅
大
徳
奨
公
塔
碑
」
に
関
し
て
は
、
末
尾
に
全
文
が
附
載
さ
れ
校
勘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
碑
は
雲
居
寺
に
現
存
す
る
。
塚
本
前
掲
論
文
は
碑
の
下
半
分
が
地
中
に
埋
ま
り
判
読
不
明
と
し
て
、
『白
帯
山
志
』
に
拠
り
、
『題
記
匪
編
』

一
七
～

一
九
頁
に
も
録
文

を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
雲
居
寺
文
物
管
理
処
編

『雲
居
寺
貞
石
録
』
(北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
)
は
、
碑
及
び
拓
本
の
写
真
、
録
文
を
掲
載
し
て
お
り
有
用
で

あ
る
。

ω

氣
賀
澤
保
規

「唐
代
幽
州
の
地
域
と
社
会
-
房
山
石
経
題
記
を
手
が
か
り
と
し
て
ー
」
(唐
代
史
研
究
会
編

『中
国
都
市
の
歴
史
的
研
究
』
刀
水
書
房
、

一
九
八
八
)
、
唐

け

耕
綱

コ
房
山
石
経
題
記
中
的
唐
代
社
邑
」
(『文
献
』

一
九
八
九
年
第

一
期
)
な
ど
。

会
昌
の
廃
仏
に
関
す
る
研
究
は
多
数
あ
る
が
、
本
稿
の
論
旨
と
深
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
特
に
西
尾
賢
隆

「円
仁
の
見
聞
し
た
会
昌
廃
仏
」
(前
掲
書
所
収
、
初
出
は

『鷹
陵
史
学
』
第
五
号
、

一
九
七
九
及
び

『花
園
大
学
研
究
紀
要
』
第

一
一
号
、

一
九
八
〇
)
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

『資
治
通
鑑
』
巻
二
四
八

・
会
昌
五
年
七
月
条

『新
唐
書
』
巻

二
二
九
な
ど
。

『新
唐
書
』
巻

二
二
六
な
ど
。

「新
唐
書
』
巻

=
二
五
な
ど
。


